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▪ EPA 候補者：看護師候補者および介護福祉⼠候補者両者を指す。 
▪ EPA 介護福祉⼠：介護福祉⼠国家試験合格後の者を指す。なお、看護師国家試験合格後
の者は、「EPA 看護師」と記す。 




『平成 30 年度版⾼齢社会⽩書（全体版）』1によると、平成 29 年 10 ⽉現在、総⼈⼝に占め
る 65 歳以上の⼈⼝割合を⽰す⾼齢化率は 27.7％を⽰しており、実に 4 ⼈に 1 ⼈以上が⾼齢
者であるという状態に、⽇本社会において介護需要の増加は喫緊の課題となっている。 
 ⼀⽅、介護を担う供給側の介護⼈材は有効求⼈倍率が 4.18 倍2となっており、同時期の全
職種の平均有効求⼈倍率が 1.62 倍3であることを考えると、⾮常に⾼い倍率であることがわ












































































 第 5 章では、研究⽅法と調査対象者、調査⼿続きおよび分析⽅法を⽰す。 
 第 6 章では、分析の結果と、それに基づく考察をまとめる。そして、本論⽂の⽬的の⼀つ
である就労前研修への提⾔を⽰す。 
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第 2 章 EPA 介護福祉⼠候補者の受⼊れ 
	























１−１ EPA 候補者受⼊れの流れ 
受入れの流れは、図 1を参照されたい。受入れの要件や日本語研修期間等については、
送り出し国により規定が異なることがわかる。	
































                                         
8	＜https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11650000-
Shokugyouanteikyokuhakenyukiroudoutaisakubu/epa_base_2909.pdf＞（2018 年 10 月 4日閲覧）	
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 第２節 受⼊れ状況 
2008 年の EPA に基づく受入れ開始以降、10 年の年月が経った。厚生労働省（2017a）に








































	 表 3 は、2015（平成 27）年度までの介護福祉士候補者入国者数を反映したものであり、
資格取得者数は 2014（平成 26）年度までの累積データである。最新とはいえないが、帰
国者数を示す資料が管見の限り存在しないため、本表を用いることとする。「候補者」欄


































３−１ 訪⽇前⽇本語研修  



























































                                         
20	本文より引用。＜https://www.aots.jp/jp/project/epa/index.html＞（2018年12月1日閲覧）	
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第 1 節 EPA ⼈材受⼊れに関する研究 



























































その調査として通常時 31 ⽇分、異常時 16 ⽇分の介護記録を分析した結果、⽇本語能⼒試
験級外語彙が通常時・異常時ともに２割以上⽤いられており、介護に特化した語彙学習の必
要性を明らかにした。 
 登⾥・永井（2011）では、EPA 第 1 期⽣インドネシア⼈候補者を対象に、施設着任後

















































































































いう特徴をもつ。こうした現場視点の考察を就労前研修に反映されることにより、第 5 節 




































                                         
24	西郡ほか（2011）では、アーティキュレーションを「連続性・整合性」と表している。	
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第５節 EPA 介護⼈材を対象とした⽇本語研修・学習⽀援に関する研究 
５−１ 訪⽇前⽇本語研修 
 登⾥ほか（2014）では、国際交流基⾦が担った候補者を対象とする訪⽇前⽇本語研修のう





















 辻ほか（2010）は、第 2 期インドネシア⼈看護師・介護福祉⼠候補者を対象とした事前








                                         
25	Japanese	for	a	Specific	Purposeを指す。	






































































































































 調査対象となる協⼒者は、「候補者および EPA 介護福祉⼠」および彼らと直接関わって
きた「介護施設職員」、「⽇本語教師」の３者である。 
 
２−１ 候補者および EPA 介護福祉⼠ 











他の EPA 候補者にも通じるものがあるのではないかとの思いを受け、EPA 候補者の⽴場で
は⾔いにくいことを発信する機会として前向きに参加してくれたことで、インタビューが






表５ 調査協⼒者：候補者および EPA 介護福祉⼠	
名前 
（仮名） 
出⾝国 ⼊国年度 就労年数 施設種別 ⽇本語学習歴 
（配属前） 
備考 





研修 1 年 
国家試験 
合格 





研修 1 年 
契約満了前 
帰国 
























































があり、研修間に繋がりを検討することが課題として挙げられる（野村 2015, 布尾 2015, 






表 7 調査協⼒者：	 ⽇本語教師	
名前 
（仮名） 
訪⽇前研修参加歴 訪⽇後研修参加歴 備考 
派遣期間 派遣国 派遣年度 派遣国 
進藤 ２期分 フィリピン ２期分 インドネシア 調査時は、教師を辞め、
⽇本語教育に関わる⼀
般企業に所属。 
⾚⽊ １期分 フィリピン ２期分 フィリピン ― 
滝沢 ２期分 インドネシア 
フィリピン 
３期分 インドネシア ― 
 
以上、調査対象者は「候補者および EPA 介護福祉⼠」３名、「施設職員」2 名、「⽇本語
教師」3 名である。 
 
                                         
29 訪⽇前研修は外務省、訪⽇後研修は外務省および経済産業省、施設着任後は厚⽣労働省が管轄省庁とな
る。 


























































 図 4 のフォーム内下⽅にある「さらに追究すべき点・課題」には、分析の途中で感じた疑
問や課題を随時記述し、後にテクストに戻って答えを探したり、データ分析の「概念的枠組
























































本章第 1 節では、調査結果として、候補者・EPA 介護福祉⼠、施設職員、⽇本語教師の
三者の⽴場における理論記述とその⼿がかりとなった具体例を⽰す。調査対象者は、候補
者・EPA 介護福祉⼠ 3 名、施設職員 2 名、⽇本語教師 3 名であるが、それぞれを 1 つのグ
ループとして区分し、グループ内で理論記述をつきあわせた。同等または類似する理論があ





第 1 節 調査結果 

















                                         
30 各調査協⼒者のストーリーラインは、本論⽂の付録として添付する。 













































































































































































































































































































































                                         
31	インタビュー実施前に回収した事前意識調査票より。	
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第７章 おわりに 
 本研究は、筆者⾃⾝が EPA に基づく候補者を対象とした就労前研修に携わる中で、「本
当に⾃⾝は候補者の就労開始後に活きる取り組みができているのだろうか」と振り返りを



















2018 年に新たに創設された「特定技能」の枠組みおける「介護」は、⽇本語要件が JLPT 
N4 程度としか掲げられておらず、さらに⽇本語研修についての取り決めはない。⼀⽅、2017
年より開始された技能実習制度における「介護職種」においては、来⽇時に N4 程度、就労
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候補者・EPA 介護福祉⼠対象 調査依頼状 
  
【施設職員ストーリーライン】 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































候補者・EPA 介護福祉⼠対象 調査依頼状 
  
【⽇本語教師ストーリーライン】 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・候補者・EPA 介護福祉⼠対象 調査依頼状 
・候補者・EPA 介護福祉⼠対象 同意書 
・候補者・EPA 介護福祉⼠対象 フェイスシート 




























候補者・EPA 介護福祉⼠対象 調査依頼状 
  

























こ う ほ し ゃ
のみなさんに⽇本語







か ん ご し
・介護福祉⼠候補者
か い ご ふ く し し こ う ほ し ゃ
、EPA看護師
か ん ご し
・介護福祉⼠













































































Warmest Greetings! My name is Aki Oide and I am a Masterʼs Student of Japanese Language Teaching at 
Tokyo Metropolitan University.  In 2013 I taught in the Philippines at TESDA and since 2016 I have been 
teaching Japanese at HIDA 
 
For my research, I would like to know as an EPA candidate (Nurses and Caregivers), how you did or how 
you are dealing with the communications you have experienced in Japan at your workplace. Specifically, 
what went well and what could have been better.  In retrospective I would like to ascertain what type of 
preparations or practices are required to ensure a high quality Japanese training program. 
 
I am inviting you to participate in this research by completing the attached surveys and accompanying 
interview.  The questionnaire and interview are purely for research purposes and have no bearing on 
grades however I would be grateful if you could set aside some time to complete the task. If you choose to 
participate in this research, the data collected will be of great benefit. Your answers can be in Japanese or 
English.  
Thank you for taking the time to assist me in my educational endeavors. 
 
 













































（The purpose of the research） 
⽬的は、EPA看護師
か ん ご し
・介護福祉⼠候補者
か い ご ふ く し し こ う ほ し ゃ
、EPA看護師
か ん ご し
・介護福祉⼠





























The objective of this research is to determine what preparations need to be established at the Japanese 

























お い で あ き
にメールしてください。 
Please answer the questionnaire, which has 7 questions.  Your answer can be in Japanese or English. 

















I will conduct the interview and ask for details regarding your answers on the questionnaire. The interview 












A 1000yen gift card will be given as a token of my appreciation. 
 
 















































The results of this research will be reported as a masterʼs thesis or in one of academic journals.  Again, your 


































The questionnaire and the interview will require a little of your time to complete.  You can drop out any 
time if you want.  The data collected will provide useful information to to assist us in creating better 






































候補者・EPA 介護福祉⼠対象 同意書 
  
同意書























か ん ご し
・介護福祉⼠候補者
か い ご ふ く し し こ う ほ し ゃ
/EPA看護師
か ん ご し
・介護福祉⼠



















えたこと  ： 使
つか




























































で ん わ ば ん ご う







じ っ し し ゃ
：⽣出亜希
お い で あ き
 
電話番号
で ん わ ば ん ご う
   ：080-1240-3390 
メールアドレス：mesaungoo@gmail.com 
	





?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ??
? ? ? ?





? ? ? ?
?? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ???????
? ? ? ? ? ?
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??? ? ?? ???








































Do you communicate with your colleagues during work? If yes, how often 
and when do you speak? 
答え  








ぐ た い て き
な出来事
で き ご と
を教えてください。 
Is there a time that you want to say your opinion to your colleagues but 
you cannot say it? When? Please be more specific if possible. 
答え  
３ 質問 2 の時、どうしましたか。⾔えなかったのはどうしてだと思いますか。 
In reference to question no.2, how did you deal with it? Is there any reason 
why you canʼt say it? 
答え  
４ 質問 2 のようなことが起きないように、働く前の研修でしたほうが良いこと
は何だと思いますか。 
In reference to question no.2, for that situation not to occur, what do you 
think is the best to do in training program before you started working at 
your institution? 
候補者・EPA 介護福祉⼠対象 事前意識調査 
  
答え  







ぐ た い て き
な出来事
で き ご と
を教えてください。 
Is there a time that you speak/say your opinion to your colleagues? When? 
Please be more specific if possible. 
答え  
６ 質問 5 の時、どうしましたか。⾔えたのはどうしてだと思いますか。 
In reference to question no.5, how did you deal with it? Is there a reason 
why you speak and tell them about it? 
答え  
７ 質問 5 のようなことができるように、働く前の研修でしたほうが良いことは
何だと思いますか。 
In reference to question no.5, for that situation to be possible, what do 
you think is the best to do in training program before you started working 





























研究実施者 ⽣出 亜希 
〒192-0397 東京都⼋王⼦市南⼤沢 1-1 
⾸都⼤学東京 ⼈⽂科学研究科 




                     記 
1. 研究⽬的 





























































質問票での回答      ： 使⽤許可    使⽤不許可 
インタビューでの回答  ： 使⽤許可    使⽤不許可 







記⼊⽇    ：__________年__________⽉__________⽇ 
本⼈署名   ：___________________________ 




研究実施者  ：⽣出亜希 






EPA 候補者受⼊れ開始年度（       年度） 




〔                                            〕 
２）EPA 候補者の受⼊れに際し、何か不安や⼼配はあります（ありました）か。 
〔                                            〕 
３）そうした不安や⼼配に対し、何か対処をしている（していました）か。対処をしている（していた）
場合は、具体的に教えてください。 
〔                                            〕 
４）EPA 候補者の受⼊れに際し、候補者に期待していることは何ですか。 
〔                                            〕 
５）EPA 候補者を受⼊れたことで、職場や介護現場に変化はありましたか。 
〔                                            〕 
６）EPA 候補者とよくコミュニケーションをとりますか。どのような時、話しますか。 
〔                                            〕 
７）ご⾃⾝の伝えたかったことが、うまく候補者に伝わらなかったご経験はありますか。具体的に教えて
ください。 
〔                                            〕 
８）7 の原因は何だと思われますか。 
〔                                            〕 
９）EPA 候補者の意⾒や希望が伝わってこなかったご経験はありますか。具体的に教えてください。 
〔                                            〕 
10）9 の原因は何だと思われますか。 
〔                                            〕 
11）EPA 候補者とのコミュニケーションで、配慮されていること等はありますか。 
〔                                            〕 
12）EPA 候補者は、職場で⼀職員として⾃覚や⾃信をもち、働いていますか。 
〔                                            〕 
13）EPA 就労前⽇本語研修では、候補者がどのようなことをどのように勉強しているか、ご存知ですか。 
〔                                            〕 
14）EPA 就労前⽇本語研修に対し、どのような⼒の養成を期待しますか。もし、⽇本語能⼒に関わらな
い部分（例：時間管理の意識など）でもご意⾒があれば、その点についても教えてください。 






























研究実施者 ⽣出 亜希 
〒192-0397 東京都⼋王⼦市南⼤沢 1-1 
⾸都⼤学東京 ⼈⽂科学研究科 




                     記 
1. 研究⽬的 























































質問票での回答      ： 使⽤許可    使⽤不許可 
インタビューでの回答  ： 使⽤許可    使⽤不許可 







記⼊⽇    ：__________年__________⽉__________⽇ 
本⼈署名   ：___________________________ 




研究実施者  ：⽣出亜希 






EPA 訪⽇前研修（年度：           派遣国：           ） 
 
EPA 訪⽇後研修（年度：        対象者出⾝国：           ） 
 
１）EPA 候補者を対象とした⽇本語教育に携わったきっかけや動機は何ですか。 
〔                                            〕 
２）EPA 候補者を対象とした⽇本語教育に携わる（携わった）中で、⽇本語教師として、何か不安や⼼配はあり
ます（ありました）か。 
〔                                            〕 
３）そうした不安や⼼配に対し、何か対処⽅法はあります（ありました）か。 
〔                                            〕 
４）EPA 訪⽇前研修における⽇本語教育で、あなたが重視している（していた）ことは何ですか。 
〔                                            〕 
５）具体的にどのような対応をしています（していました）か。 
〔                                            〕 
６）EPA 訪⽇後研修における⽇本語教育で、あなたが重視している（していた）ことは何ですか。 
〔                                            〕 
７）具体的にどのような対応をしています（していました）か。 
〔                                            〕 
8）EPA 訪⽇前研修・訪⽇後研修のいずれにも参加したことで、候補者対象の⽇本語教育に関して、意識や考え
の変化はありましたか。 
〔                                            〕 
9）EPA 訪⽇前研修・訪⽇後研修の経験から、就労前に、特にどのような⽇本語⼒の養成が必要だと考えますか。 
〔                                            〕 
10）そのために、具体的にどのような対応が必要だと考えますか。 
〔                                            〕 
11）受⼊側は、就労前の研修で、どのような⽇本語⼒の養成を望んでいると思いますか。 
〔                                            〕 
12）就労中の EPA 候補者または EPA 介護福祉⼠は、どのような点で苦労していると思いますか。 
〔                                            〕 
13）EPA 介護福祉⼠候補者の強みは何だと思いますか。 













行 【誤】 【正】 
1 15 26 受入れる施設がある 受入れる施設もある 




3 15 33 このように全く異なる動機が存
在するが、 
削除 
4 18 8 一致しないと言い添えている 一致しないと添えている 
5 18 10 国家試験に影響する可能性から、 国家試験に影響する可能性を
探るため、 




7 21 15 課題は以前残っている 課題は依然残っている 
8 24 14 日本語講師が捉える現状 日本語教師が捉える現状 
9 29 35 はじめに取り組んだ 2 名分の はじめに取り組んだ 2 名の 


















12 40 28 （F）は対応する理論はないが （F）は、施設職員の理論記述に
おいて対応する理論はないが 
13 41 5 受入れ職員側が努力姿勢は 受入れ職員側の努力姿勢は 
14 45 26 発見することもできるだとう 発見することもできるだろう 
